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議会議
会
活
動
状
況

6
月

12
日
●
第
３
回
議
会
定
例
会　

　
　
　

正
副
議
長
、
常
任
委
員
長
打
合
せ

14
日
●
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

15
日
●
黒
滝
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会

16
日
●
第
３
回
議
会
定
例
会　

開
会

　
　
　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

20
日
●
吉
野
地
区
交
通
対
策
協
議
会

　
　
　

吉
野
地
区
防
犯
協
議
会
総
会

22
日
●
第
３
回
議
会
定
例
会　

再
開

　
　
　

一
般
質
問

　
　

●
女
性
消
防
操
法
大
会
出
場
結
団
式

23
日
●
吉
野
郡
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会

27
日
●
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

29
日
●
区
長
会　
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12
日
●
第
３
回
議
会
定
会

例
会
例
会

正
副
議
長
、
常
任任
委
員
委

長
打
合
せ

114
日
●
日
●
社社
会
福
祉祉祉
協
議
協
議
協協協

会
理
会会

事
会

155
日
●●
黒
滝
黒
滝
村
人
村
人
村
人
村村

権
教
権権

育
推推推推推
進
協
議
会
総
会

16
日
●
第
３
第
３
回回
議
会
定
会会会会

例
会
例
会
例例例

開
会

総総総総総
務
厚
務
厚
生
常常
任
委委委
員
会
員
会

経経経経経
済
建建
設
常常
任
委
任
委
員
会
員
会

2020202020
日
●
日
●
日
●
日
●
日
●
吉吉吉
野
吉

地
区
地
区
交
通
対対
策
協
議
協

会

吉吉吉
野
地地地
区
防
区
防
犯
協協
議
会
議議議

総
会

22222

●
日
●●
第
３
第

回
議
回
議
回

会
定
会

例
会会会会

再再
開

一一
般
質
般
質
問問

●
女女
性
消
性
消
防
操
防
操
法
大
法
大
法

会
出
会
出
会会

場
結
場
結
団
式

222323
日
●
日日
●
日
●
吉
野
吉
野
吉
野野野
郡
人
郡
人
郡

権
教教
育
推
育
推
育
推推
進
協
議
会
総
会

27
日
●
議議
長
杯
グ
杯
グ
ラ
ウウウ
ン
ドドドド
ゴ
ル
ゴ
ル
フ
大
フ
大
会

29292929
日
●
日
●●●
区
長
会会会会会

黒
滝
村
歯
科
診
療
所
の

休
診
に
つ
い
て

　

歯
科
診
療
所
を
当
面
の
間
休
診
し
ま

す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

第
３
回
議
会
定
例
会

　

平
成
29
年
第
３
回
議
会
定
例
会
が
６

月
16
日
（
金
）
〜
22
日
（
木
）
に
か
け

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
の
議
案
が
審

議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
、
可

決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
一
般
質
問

 

・
村
議
会
の
存
続
に
つ
い
て

 

・
公
約
に
つ
い
て　
　
　
（
脇
坂
議
員
）

 

・
株
式
会
社
森
物
語
村
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尾
上
議
員
）

◆
人
事
案
件

 

・
議
案
第
１
号　

黒
滝
村
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

 

・
議
案
第
２
号　

黒
滝
村
農
業
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

◆
条
例
制
定

 

・
議
案
第
３
号　

黒
滝
村
行
政
手
続
等

に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
条
例
改
正

 

・
議
案
第
４
号　

黒
滝
村
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
５
号　

黒
滝
村
の
特
別
職
の

職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

◆
補
正
予
算

 

・
議
案
第
６
号　

平
成
29
年
度
黒
滝
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ

い
て

 

・
議
案
第
７
号　

平
成
29
年
度
黒
滝
村

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
８
号　

平
成
29
年
度
黒
滝
村

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算  

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

【
そ
の
他
】

 

・
報
告
第
１
号　

平
成
28
年
度
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
報
告
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
黒
滝
村
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
、
辻
村
源
四
郎
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
４
年
間
、
行
政
か
ら
若
干

距
離
を
お
き
、
本
村
一
村
民
と
し

て
地
域
で
生
活
し
つ
つ
、
こ
の
村

を
見
守
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
村

行
政
が
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
い

く
な
か
で
も
、
少
子
高
齢
化
、
過

疎
化
に
歯
止
め
が
一
向
に
か
か
ら

ず
、
ま
だ
ま
だ
問
題
が
山
積
し
て

い
る
現
状
を
、
常
に
肌
に
感
じ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
前
回
に
お
き
ま

し
て
は
、
道
半
ば
で
私
の
思
い
を

全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
回

こ
そ
、
こ
う
し
た
黒
滝
村
の
深
刻

な
課
題
、
問
題
に
正
面
か
ら
立
ち

向
か
い
、
村
に
活
力
を
取
り
戻
し
、

村
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
「
全

身
全
霊
」
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
肝
に
銘
じ
、
村
長
選
挙
へ
の

立
候
補
を
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
選
挙
に
よ
る
審

判
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
度
に
は
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら

様
々
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
黒
滝
村

に
寄
せ
る
思
い
や
願
い
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
な
お

一
層
奮
闘
し
て
ま
い
る
べ
く
英
気

を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
村
づ
く
り
に
お
き
ま
し

て
は
２
期
８
年
間
の
経
験
を
踏
ま

え
、
村
民
の
目
線
に
沿
っ
た
村
政

運
営
を
心
が
け
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
改
め
て
村
の

舵
取
り
と
い
う
重
責
を
預
か
る
こ

と
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
が
、
確
実
な
一

歩
ず
つ
の
歩
み
を
進
め
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
新
し
い
黒
滝
村
を
創
っ

て
い
く
に
あ
た
り
、
メ
イ
ン
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
「
未
来
に
つ
な
ぐ
新

し
い
村
づ
く
り
」、
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
「
住
民
参
加
で
活
力
あ
る
村

に
」
を
掲
げ
、
そ
の
特
色
と
し
て
、

第
一
に
開
か
れ
た
行
政
と
財
政
改

革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
情
報

公
開
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
一
層
ク
リ
ー
ン
な
村
行
政
を
目

指
す
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
や

地
域
活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み

を
多
面
的
に
応
援
し
、
村
民
の
皆

さ
ま
が
主
役
と
な
る
村
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
に
、
林
業
を
は
じ
め
と
す
る

産
業
振
興
の
改
革
と
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
村
の
基
幹

産
業
で
あ
り
ま
す
林
業
に
つ
き
ま

し
て
、
森
林
組
合
等
と
の
連
携
を

図
り
、
林
業
の
振
興
と
活
性
化
を

進
め
、
新
し
い
産
業
の
創
出
と
雇

用
対
策
に
取
り
組
み
、
若
者
の
移

住
定
住
の
促
進
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
三
に
少
子
・
高
齢

化
に
対
応
す
る
政
策
を
展
開
す
る

う
え
に
お
い
て
、
子
育
て
、
教
育

支
援
と
子
ど
も
の
安
全
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
を
強
化
、
充
実
を
図
り
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
外
出
支

援
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
四
と
し
て
、
安
全
・
安
心
な

村
づ
く
り
を
再
構
築
し
て
い
く
た

め
に
、
自
主
防
災
組
織
の
充
実
・

強
化
を
図
り
、
災
害
に
強
い
村
づ

く
り
に
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
る

と
と
も
に
、
生
活
基
幹
道
路
、
県

道
の
道
路
拡
幅
拡
張
の
早
期
完
成

を
目
指
し
て
、
し
っ
か
り
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
に
お

き
ま
し
て
、
村
の
財
政
事
情
は
、
今

後
も
予
断
を
許
さ
ぬ
厳
し
い
状
況

が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
の

で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
政

策
の
具
体
の
取
り
組
み
は
、
６
月

議
会
定
例
会
を
皮
切
り
に
、
今
後

４
年
間
の
議
会
等
に
お
き
ま
し
て
、

具
体
の
政
策
方
針
や
予
算
等
を
提

案
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
各
位

の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
職

員
と
一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

行
政
課
題
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
真

正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
村
民
の
皆
さ

ま
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ま
す
ま

す
の
ご
多
幸
を
衷
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
、
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

村
長
就
任
の
ご
挨
拶

税 等の 納 期
７月３１日（月）

                固定資産税　　   第２期

                国民健康保険税   第１期 

                介護保険料　　   第１期

                後期高齢者医療   第１期
忘れずに納付しましょう！



黒
滝
白
き
ゅ
う
り

　
　
　

づ
く
り
教
室　

　

５
月
28
日
（
日
）
黒
滝
村
内
に
お
い

て
、
第
２
回
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
in

黒
滝
村
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、
各
地

に
設
置
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で

写
真
を
撮
り
、
得
点
を
競
う
ラ
ン
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
天
候
に
も
恵
ま
れ

た
本
大
会
は
、
前
回
大
会
を
上
回
る

１
１
５
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
普
段

は
目
に
付
か
な
い
物
や
山
中
に
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
黒
滝
村
の
自
然

を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
回
フ
ォ
ト
ロ
ゲ

　

イ
ニ
ン
グ
in
黒
滝

　

５
月
９
日（
火
）と
６
月
13
日（
火
）、

黒
滝
村
中
央
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
教
室
を
開
講
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
方
々
は
、
矢
が
よ
り
的
の
中
心

近
く
に
当
た
る
よ
う
に
集
中
し
、
競
技

に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

先
生
の
指
導
の
下
、
競
い
合
い
つ
つ

も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
、

非
常
に
爽
や
か
な
教
室
と
な
り
ま
し

た
。

　

６
月
９
日
（
金
）
に
長
瀬
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
、「
黒
滝
白
き
ゅ
う
り
づ

く
り
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
20
名

が
受
講
さ
れ
、
苗
の
摘
芯
の
方
法
に
つ

い
て
体
験
を
交
え
て
学
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。
例
年
で
は
６
月
末
頃
か
ら
収
穫

が
で
き
る
そ
う
で
す
。
今
か
ら
収
穫
が

待
ち
遠
し
い
と
参
加
者
の
方
々
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

公
民
館
教
室

（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室
）

の話題村 平成２９年度　補正予算
【補正予算】 　平成２９年度当初予算は骨格予算編成のため、新村長就任のもと、

主に政策的事業費の補正予算を計上し、６月定例議会に上程、可決
されました。

　総務費　　　　    

　・ふれあいバス運行委託料の増額　　　　　　　  41 万円
　・庁舎等改修調査費委託料の増額　　　　　　　  80 万円
　・食の６次産業化事業費等の増額　　　　　　　948万円
　・くろたんプロデュース委託料の増額　　　　　122万円
　・イベント実施助成金の増額　　　　　　　　　150万円
　・マイナンバー通知カード・個人番号カード関連事務交付金
　　の増額  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  8 万円

　

　民生費　　　　  
　・デイサービスセンター給湯器修繕費の増額　　  34 万円

　農林水産業費　

　・有害鳥獣防除施設設置事業補助金の増額　　　  50 万円
　・ベルン応用科学大学派遣負担金の増額　　　   100 万円
　・地域林業戦略推進事業補助金の増額　　　　   200 万円
　・村木材産業活性化事業補助金の増額　　　 　  200 万円
　・村民有林間伐促進事業補助金の増額　　　　   250 万円
　・森林組合活性化事業補助金の増額　　　 　　  250 万円
　・林業担い手育成強化事業補助金の増額　　　   420 万円
　・林道等草刈委託料の増額　　　　　　　　　　  20 万円
　・林道吉野山鳥住線開設事業費の増額　　　　   350 万円

   商工費　　　　　　　　    

　・小規模事業者地域力活用新事業補助金の増額   100 万円
　・村活性化共同事業助成金の増額　　　　　　　  40 万円
　・観光施設等指定管理料（観光施設再生事業充実分）の増額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   900 万円

     

　　土木費　　　　　　　  

　・災害等出動要請委託料の増額　　　　　　　　250万円
　・雪寒用機械賃借料の増額　　　　 　　　　　　 73 万円
　・道路修繕改良事業工事費の増額　　　　　　　265万円

　消防費　　　　　　　

　・災害マニュアル作成委託料の増額　　　　　　475万円
　・防災行政無線親卓接続作業委託料の増額　　　105万円
　・防災行政無線情報 FM告知設備整備工事費の増額
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　    4395 万円
　・防災行政情報 FM告知設備伝送路光化工事負担金の増額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　    4050 万円 

　教育費　　　　　　  

　・小中学校舎改修事業費の増額　　　　　　　　300万円
　・小中学校駐車場入口舗装補修工事費の増額　　  69 万円
　・こども園庁用器具費の増額　　　　　　　　　 10 万円
　・文化とスポーツの森改修事業費の増額　　　　513万円
　・公民館諸経費の増額　　　　　　　　　　　　  46 万円

　

黒
滝
川
漁
業
共
同
組
合
が
主
催
し
た

あ
ま
ご
の
稚
魚
の
放
流
が
６
月
８
日

（
木
）、
黒
滝
ふ
れ
あ
い
運
動
場
近
く
の

川
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
園
の

園
児
6
名
が
参
加
し
、
魚
の
成
長
を
願

い
ま
し
た
。

あ
ま
ご
稚
魚
放
流

   国民健康保険事業特別会計補正予算
　・国民健康保険制度関係業務準備事業費補助金償還金の増額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  12 万円

　・村道舗装補修工事費の増額                                  50 万円
　・村道排水路改修工事費の増額　　　　　　　　790 万円
　・融雪剤散布機購入費の増額　　　　　　　　　100 万円
　・道路補修・改良事業等に係る補助金の増額　　180 万円
　・道路トンネル点検調査委託料の減額　　　  △ 350 万円
　・橋梁点検・策定委託料の減額　　　　　　  △ 300 万円
　・村道改良工事測量設計委託料の増額　　　　　150 万円
　・村道舗装補修工事費の増額　　　　　　　　　800万円
　・河川改修工事費の増額　　　　　　　　　　　250 万円

   簡易水道事業特別会計補正予算
　・通信運搬費の増額　　　　　　　　　　　　　  32 万円　
　・漏水対策事業費の増額　　　　　　　　　　　592 万円
　・鳥住配水池塗装工事費の増額　　　　　　　　  65 万円
　・緑色透光型浮上式防藻覆蓋購入費の増額　　　  67 万円
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　　衛生費　　　　　　　  

　・出産祝金の増額　　　　　　　　　　　　　　  10 万円
　・妊婦健康診査委託料の増額　　　　　　　　　  32 万円
　・備品購入費の増額（機械器具費）　　　　　　　  8 万円
　・医薬材料費の増額　　　　　　　　　　　　　  10 万円
　・簡易水道事業特別会計繰出金の増額　　　　   756 万円

特別会計



 ８地域おこし協力隊の部屋 Vol.
                         【赤滝で火渡り体験！】              今月のテーマ

７ 広報くろたき　No．421 ６2017 年 7月号

　5月 28 日、赤滝の伊谷の滝で「光善不動明王の大祭」があり、見学
＆取材に行かせていただきました！
　伊谷の滝は赤岩で構成された滝で「赤滝」の地名の由来と言われて
います。光善不動明王を祀り、地区住民の信仰の対象として現代まで
受け継がれています。元々は個人で細々と祀っていたのを昭和 50年頃
から東良治さんを中心に、有志により大々的なお祭りを行うようにな
りました。
　この日は年に一度の大祭。無病息災、家内安全などの祈願のため、
村外、県外からもたくさんの方が来られておりました。お祭りのメイ
ンはなんといっても「火渡り」です。炭の上を裸足でわたります。火
渡りといってもちょうどいい温かさで、高齢者や小さなお子様でも安
心して渡れます。
　もうひとつのメイン。村の恒例「御供まき」お餅やお菓子、カップラー
メンまで飛び交う光景は、黒滝村民歴 1周年を迎えた今の僕にとって
も未だに衝撃映像です（笑）
　各大字に伝わる小さなお祭りや風習など、みなさまぜひ教えてくだ
さいね。
◆お問合せ先　企画政策課　地域おこし協力隊　白石祐士

　

消
防
庁
及
び
気
象
庁
に
よ
る
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を

使
っ
た
全
国
一
斉
緊
急
地
震
速
報
訓
練

が
左
記
の
日
時
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
黒
滝
村
の
防
災
行
政
無

線
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
、戸
別
受
信
機
）

か
ら
一
斉
に
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す
。

村
民
の
民
様
へ
の
情
報
伝
達
体
制
に
つ

い
て
万
全
を
期
す
る
た
め
の
試
験
放
送

で
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆
日　

時　

７
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
頃　

※
た
だ
し
、
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況

等
に
よ
っ
て
は
、
訓
練
用
の
緊
急
地
震

全
国
一
斉
緊
急
地
震

速
報
訓
練
の
実
施
に

つ
い
て

速
報
の
発
表
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

総
務
課

全
国
一
斉
緊
急
地
震

速
報
訓
練
の
実
施
に

つ
い
て

ナ
ラ
・
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
の
実
施
に
つ
い

て ナ
ラ
・
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
の
実
施
に
つ
い

て
　

７
月
10
日
（
月
） 

奈
良
県
一
斉
地
震

行
動
訓
練
（
ナ
ラ
・
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
当
日
、
村
内
全
て

の
屋
内
戸
別
受
信
機
と
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
、
地
震
発
生
と
1
分
間
の
安

全
確
保
行
動
を
促
す
訓
練
放
送
が
行
わ

れ
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
を
機
会
に
、
実
際
に
地
震

が
起
き
た
ら
ど
う
な
る
か
、
ど
う
行
動

す
る
か
を
、
皆
様
で
事
前
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

◆
日　

時　

７
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
頃　

※
た
だ
し
、
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況

等
に
よ
っ
て
は
、
訓
練
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

総
務
課

　

ご
み
を
出
す
時
に
は
マ
ナ
ー
を
守
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
は
、
き
ち
ん
と
マ
ナ
ー
を
守

り
ご
み
を
出
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
部
で
は
違
反
シ
ー
ル
を

貼
ら
れ
て
い
る
ご
み
も
あ
る
の
が
現
状

で
す
。

◆
ご
み
を
出
す
曜
日
が
違
う
！

　

曜
日
に
よ
っ
て
収
集
す
る
ご
み
の
種

類
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
指
定
さ

れ
た
以
外
の
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

集
積
場
所
は
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で

他
の
方
の
迷
惑
に
も
な
り
ま
す
。

　

必
ず
指
定
さ
れ
た
曜
日
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

◆
分
別
さ
れ
て
い
な
い
！

　

可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
資
源
ご
み

な
ど
が
一
つ
の
指
定
ご
み
袋
に
入
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
分
別
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

◆
資
源
ご
み
に
汚
れ
が
！

　

資
源
ご
み
（
飲
料
用
の
瓶
・
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
）
は
中
を
洗
っ
て
か
ら

出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
洗
っ

て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
美
化
に
努
め
、
よ
り
快
適
な
生

活
を
送
る
た
め
、
今
一
度
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

ご
み
〜
マ
ナ
ー
を

守
り
、
よ
り
良
い

環
境
を
〜

◆
日　

時　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

　
（
祝
日
は
除
く
）

◆
場　

所　

吉
野
町
役
場　

　
　

☎
０
７
４
６
‐
３
２
‐
３
０
８
１

◆
相
談
料　

無
料

◆
主　

催　

吉
野
郡
消
費
者
生
活
実
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

　 　

消
費
者
生
活

　
　
　

相
談
窓
口

消
費
者
生
活

相
談
窓
口



９ 広報くろたき　No．421 ８2017 年 7月号

電
話
予
約
で
時
間
外
に

証
明
書
が
受
け
取
れ
ま
す

　

お
仕
事
の
都
合
な
ど
で
、
役
場
執
務

時
間
内
に
来
れ
な
い
方
に
、
住
民
票
の

写
し
・
税
の
証
明
書
等
を
電
話
予
約
す

る
こ
と
に
よ
り
、
時
間
外
で
も
交
付
し

ま
す
。

◆
電
話
予
約
で
き
る
証
明
書

①
住
民
票
の
写
し　

②
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

                            （
役
場
指
定
様
式
） 

③
所
得
証
明
書　

④
納
税
証
明
書　

⑤
課
税
証
明
書

⑥
非
課
税
証
明
書　

⑦
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書　

⑧
土
地
・
家
屋
評
価
証
明
書

※
個
人
情
報
及
び
財
産
を
お
守
り
す
る

た
め
、
法
に
よ
り
次
の
証
明
書
に
つ
い

て
は
、
電
話
予
約
に
よ
る
時
間
外
で
の

交
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
ご

了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
電
話
予
約
で
き
な
い
証
明
書

①
印
鑑
証
明
書　

②
戸
籍
の
写
し　

③
戸
籍
の
附
票
の
写
し　

④
身
分
証
明
書
な
ど

◆
電
話
予
約
の
方
法

①
役
場
の
担
当
窓
口
（
住
民
生
活
課
）

　

に
電
話
を
し
ま
す
。

②
担
当
者
が
申
請
書
や
必
要
な
確
認
を

　

行
い
ま
す
。

③
受
取
日
時 

・ 

受
取
人
を
指
定
し
て

　

く
だ
さ
い
。

◆
予
約
で
き
る
方

　

本
人
ま
た
は
、
同
一
世
帯
の
親
族

◆
予
約
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◆
受
取
人

　

本
人
ま
た
は
、
同
一
世
帯
の
親
族　

◆
交
付
場
所　

　

役
場
１
階　

住
民
ホ
ー
ル

※
入
口
は
、
正
面
玄
関
右
の
自
動
ド
ア

で
す
。

◆
必
要
な
も
の

①
受
取
人
が
確
認
で
き
る
も
の

　
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・

　
　
　
　
　
　
　

健
康
保
険
証
な
ど
）

②
印
鑑

※
電
話
予
約
時
の
受
取
人
と
違
う
方
が

受
け
取
り
に
来
ら
れ
た
場
合
は
、
交
付

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
に
記
入
の
上
、
本
人
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
手
数
料
と
引
き

換
え
に
交
付
し
ま
す
。

※
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
小
銭
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

電
話
予
約
で
時
間
外
に

証
明
書
が
受
け
取
れ
ま
す リウマチ

　

差
別
を
な
く
す
運
動
強
調
月
間
中
の

行
事
と
し
て
、
差
別
を
な
く
す
村
民
集

会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
日
に
人
権
・
行
政
に
つ
い
て

の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

差
別
を
な
く
す
村
民
集
会

◆
日　

時　

７
月
25
日
（
火
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

◆
場　

所　

中
央
公
民
館　

大
集
会
室

人
権
啓
発
公
演

◆
講　

師　

落
語
家　

　
　
　
　
　

笑
福
亭
鶴
笑
さ
ん

◆
演　

題

「
地
上
に
平
和
を
人
に
笑
顔
を　

　
　
　

〜
笑
い
は
世
界
の
共
通
語
〜
」

人
権
・
行
政
相
談

◆
日　

時　

７
月
25
日
（
火
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
12
時

◆
場　

所　

中
央
公
民
館　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
階
児
童
室

◆
相
談
員　
（
敬
称
略
）

人
権
擁
護
委
員　

上
浦　

早
苗（
槙
尾
）

人
権
擁
護
委
員　

山
内　

弘
昭（
中
戸
）

行
政
相
談
委
員　

德
田　

初　
（
鳥
住
）

　　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域

社
会
で
あ
り
、
ま
た
、
罪
を
償
い
、
改

善
更
生
を
果
た
す
場
も
地
域
社
会
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
罪
を
犯
し
た
人
も
非

行
の
あ
る
少
年
も
、
い
ず
れ
は
改
善
更

生
し
て
社
会
に
復
帰
し
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
、
よ
り
良
い
社
会
の
実
現

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な

　

地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
取
組
を
進

　

め
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち

　

直
り
を
支
え
よ
う

◆
重
点
事
項

 

・
出
所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た
上
で

雇
用
す
る
企
業
の
数
を
増
や
す
こ
と

 

・
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務

所
か
ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら
す

こ
と

 

・
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰

を
長
期
的
に
支
え
る
地
域
の
環
境
を
作

る
こ
と

 

・
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
・
障
害
者
等
が
、

社
会
復
帰
に
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ

る
環
境
を
作
る
こ
と

　

下
記
の
保
険
証
や
高
齢
受
給
者
証
、

受
給
資
格
証
、
の
有
効
期
限
は
7
月
31

日
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
等
を
7
月
下
旬
に

「
簡
易
書
留
」
で
郵
送
し
ま
す
の
で
ご

確
認
い
た
だ
き
、
8
月
1
日
以
降
、
医

療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
新
し
い
「
保

険
証
」
等
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

医
療
費
制
度
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ

 

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

 

・
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

 

・
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証

　
（
子
ど
も
医
療
費
・
心
身
障
害
者
医

　

療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
）

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
等
は
、

窓
口
（
黒
滝
村
役
場
保
健
福
祉
課
）
へ

返
却
い
た
だ
く
か
、
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る

な
ど
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
、
住
所
、
健
康
保
険
証
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き
は
、
事
前
に
変
更
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な

る
方
は
75
歳
以
上
の
方
で
す
が
、
一
定

の
障
が
い
の
あ
る
65
歳
以
上
75
歳
未
満

の
方
は
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

７
月
は
差
別
を
な

く
す
運
動
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

の
強
調
月
間
で
す

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の
に

必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
が
、

「
25
年
」
か
ら
「
10
年
」
に
短
縮
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
年
金
機

構
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
対
象
と
な
る
方

に
黄
色
の
封
筒
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
制
度
の
開
始
は
、

平
成
29
年
８
月
１
日
（
最
も
早
い
年
金

の
お
支
払
い
は
平
成
29
年
10
月
）で
す
。

　

ま
だ
、
請
求
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
今
す
ぐ
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に

お
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
上
、
年
金
事
務
所
に
て
手
続

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。　

年
金
請
求
書
の
手
続
漏

れ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◆
お
問
合
せ
先　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

※
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
、

休
日
明
け
の
初
日
）

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
火
〜
金
曜
日　

午
前
8
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

※
第
2
土
曜
日　

午
前
9
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
第
2
土
曜
を

除
く
）
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

お知らせ お知らせ



毎月１１日は
 【人権を確かめあう日】
　　　　　　　　    です
人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

黒滝村人権・同和問題啓発活動推進本部

　中央公民館図書コーナーには約 5,300 冊の本があります。
　あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしどしご利用
ください。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
　※ただし、それ以上になる場合は、教育委員会へ連絡してください。

図図
書書 室室 だだ よよ りり

■ 今月のおすすめ
（児童書）日曜日の小さな大ぼうけん　　　　
　　　　　愛川　美也 作　みやざき　あけ美　絵
　「きゃあ！」和室にいるカマキリを見たとたん、
ぼくは女子みたいな声をあげてしまった。そう、
ぼくは虫がだいきらいなんだ！いつもはお父さん
かお母さんが助けてくれるけど、今日はぼくひと
り。自分でなんとかするしかない…。
　はたして虫ぎらいの少年はカマキリを退治でき
るのでしょうか。さあ、少年の小さな小さな大ぼ
うけんのはじまりです！
　
（小　説）烈日　／　北方　謙三　

（伝　記）吉川英治　人と作品　／　松本　昭　

（読み物）友愛の政治学　／　賀川　豊彦

国民年金保険料の免除制度
　国民年金には、経済的な理由などで保険料を納めることが困
難な場合、申請をして承認されると、保険料の納付が免除され

る申請免除制度があります。

　申請免除制度には、保険料の全額が免除される全額免除と、

保険料の一部を納付し、残りの保険料が免除される一部納付が

あります。一部納付には、４分の１納付、半額納付、４分の３

納付の３種類があります。本人・配偶者・世帯主の前年の所得

が一定額以下の場合に、全額免除または一部納付が承認されま

す。

　また、退職（失業）を理由とした特例免除制度もあります。

特例免除は、申請する年度または前年度において退職（失業）

の事実がある場合に対象となり、失業された方の所得を除外し

て免除の審査を行います。

◆お問合せ先　保健福祉課

健 　 康 　 づ 　 く 　 り 　 情 　 報
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個
別
が
ん
検
診

（
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
）

　
　
　

の
お
知
ら
せ

　

下
記
の
が
ん
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
役
場
で
受
診
票
の
発
行
を
事
前
に

受
け
て
か
ら
、
指
定
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

い
ず
れ
の
が
ん
検
診
も
、
受
診
間
隔
は

2
年
に
1
回
で
す
。
尚
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
対
象
の
方
で
、
ま
だ
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
に
つ
い
て
は
個
別
通
知
し
ま

す
。

◆
実
施
期
間　

7
月
1
日
〜
12
月
末
日

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

こ
こ
ろ
の
相
談
会

　

ス
ト
レ
ス
は
心
と
体
に
現
れ
ま
す
。

　

最
近
ご
自
身
や
身
近
な
人
の
様
子

が
、「
い
つ
も
と
違
う
な
」
と
思
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？                          

 

・
疲
れ
て
い
る
は
ず
な
の
に
眠
れ
て
い   

　

な
い                         

 

・
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
少
し
て
い
る

 

・
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い   

　

る
 

・ 
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た   

　

こ
と
が
楽
し
め
な
い                       

　

大
き
な
環
境
の
変
化
や
過
度
の
ス
ト

レ
ス
が
原
因
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
気
軽
に
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。                           

◆
対　

象　

村
内
在
住
者                        

◆
日　

時　

7
月
11
日
（
火
） 

　
　
　
　
　

午
後
3
時
〜
3
時
50
分

◆
申
込
み
締
切　

7
月
7
日
（
金
）                

◆
内　

容　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談                        

◆
場　

所　

中
央
公
民
館
２
階
児
童
室                        

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

　

吉
野
川
の
清
流
を
守
る
た
め
、
７
月

21
日
（
金
）
か
ら
８
月
31
日
（
木
）
の

間
、「
吉
野
川
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
ま
す
。

　

生
活
用
水
や
農
業
用
水
の
水
源
で
あ

る
吉
野
川
の
水
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
、

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
清

流
を
守
り
、
美
し
い
吉
野
の
自
然
を
守

る
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
と
行

動
で
す
。
空
缶
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
残
り
く
ず
な
ど
、
ゴ
ミ
で

川
が
泣
い
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
、
釣

り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
・
・
・
。
楽
し
い
思

い
出
と
と
も
に
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

吉
野
川

　

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

吉
野
川

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

リウマチ

お知らせ



　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に

学
び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し

ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り

住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努

め
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

や
さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち

た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習

の
ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に

努
め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で

支
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て

る
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

黒
滝
村
村
民
憲
章
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村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（６月２日現在）

　　男　　３５３人　　（＋１）
　　女　　３８６人　　（－１）
　　計　　７３９人　　（±０）
　　世帯　３７３世帯　（＋１）

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。

役　場　　　　　   62-2031
　　ＩＰ電話【0747-68-9200
　　　　　　　　　   ～ 9203】
防災無線電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　   62-9010
教育委員会　　　   62-2314
　　ＩＰ電話【0747-68-9204】
診 療 所　　　　　 62-2747
　　ＩＰ電話【0747-68-9700】
歯科診療所　　　   62-2621
デイサービスセンター
（社会福祉協議会）   62-2850  
　　ＩＰ電話【050-5000-6127】
こもれびホール　   62-2280
黒滝駐在所　　　   62-2034
　
観光施設に関することは、
　観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村 62-2770

　戦没者等のご遺族の皆さまへ

　第１０回特別弔慰金の請求期限が近づいています。平成
３０年４月２日までに、ご請求ください。
　請求期限を過ぎると、第十回特別弔慰金を受ける権利がなく

なりますので、お早めにご請求ください。

◆支給対象となる方

　平成２７年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務

扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」な

どを受ける方（戦没者の妻や父母等）がいない場合に、以下の

順番で順位が先になるご遺族お一人に支給されます。

　支給対象者は、戦没者等の死亡当時のご遺族で

   １．平成 27 年 4月 1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法
　　　 による弔慰金の受給権を取得した方

 　２．戦没者等の子

 　３．戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹

　　※戦没者等の死亡当時、生計関係があったことなどの要件

　　　を満たしているかどうかにより、 順番が入れ替わります。     

 　４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪

　　　など）

　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係が　

　　  あった方に限ります。

◆支給内容　国債名称　　第十回特別弔慰金国庫債券　い号

　　　　　　 額　　面　   ２５万円（５年償還）

◆お問合せ先　保健福祉課　

善 意 銀 行 （６月１０日受理分まで）

　　　　皆さまの善意に対して心から感謝申し上げます。
中村　隆昭　様（粟飯谷）　長男 暢貴さん　結婚内祝いとして　５万円


